V じ あげく 

たように して、 酷 待め て 酷 待め て 酷 待め ぬいた 結局、 

ちょっとした 品物が 無くなる と、 これ も その 所業 だと 

云って、 泣き叫ぶ 小 女 を 裏の 栗の 木に 縛りつ けて 飯 も 

与えず、 夜に なっても かまわずに 打ち やって あった。 

それ は 寒い 寒い 冬の 夜の ことであった。 小 女 は 遅く ま 

で 叫んで いたが、 その 声 も 何時か 弱って しまって ばつ 

たりと 聞え なくなった。 そして、 夜が 明けて 裏へ 往っ 

て 見る と 小 女 は 凍えて 死んで いた。 それでも 甚六 はさ 

ほどに 驚かなかった。 驚かない のみ か 却て 厄介が 無く 

なった と 思って 喜んだ に違いない。 其処で 甚六 は 小 女 

の 死骸 を 野原へ 持って 往 つて、 捨てる ように 埋めて 来 
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